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Arm® TrustZone®を活用した機能安全対応 OS 統合ソリューションを提供 

～ミックスド・クリティカルシステム 1において、 
従来の Type 1 ハイパーバイザと比較して高度なセパレーションと CPU 時間の効率的なフル活用を実現 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イーソル株式会社（本社：東京都中野区、代表取締役社長：長谷川 勝敏、以下イーソル）と Virtual Open Systems SAS
（本社：フランス・グルノーブル、以下 Virtual Open Systems 社）は、Virtual Open Systems 社が開発した Arm TrustZone
によって高い安全性が必要なアプリケーションの保護を行う仮想レイヤ「VOSySmonitor」に、イーソルの POSIX
仕様準拠スケーラブルリアルタイム OS「eMCOS® POSIX」が対応したことを発表します。Arm TrustZone 搭載マル

チコアプラットフォームにおいて Linux などの汎用 OS とリアルタイム OS の同時実行を可能にし、セキュアレベル

の異なるミックスド・クリティカルシステム・アプリケーションの確実なセパレーションを実現します。また eMCOS 
POSIX の空き時間に汎用 OS が実行されるため、ヘテロジニアス／ホモジニアス 2なハードウェア構成のマルチコ

アシステムの CPU 時間を効率的にフル活用できます。このソリューションは、一つのシステムで異なるセキュリテ

ィ要件が求められる、自動車を含む次世代モビリティ機器やエネルギー・電力プラットフォーム、IoT エッジデバ

イス、および産業機器をはじめとしたミックスド・クリティカルシステムにおいて高い安全性および信頼性を付与

することが可能となります。Virtual Open Systems 社は、システム全体に及ぶセキュリティの確保を実現するための

安全性に関わる専門知識を持っており、安全性が重視される分野で最高水準の安全性確保を保証します。 

◇ 

「Embedded World 2019」（会期：2019 年 2 月 26 日（火）～28 日（木）、会場：Exhibition Centre Nuremberg・ドイツ）

                                                   
1 ミックスド・クリティカルシステム：求められる信頼度および安全性能が異なる機能が混在しているシステム 
2 ヘテロジニアス／ホモジニアス：ヘテロジニアスは異種の、ホモジニアスは同種のコアを複数混在したプロセッサ。 



  
 

   
 

のイーソルブース（ブース No.4-506）にて、eMCOS POSIX on VOSySmonitor による IVI（In-Vehicle Infotainment：
車載インフォテインメント）システムとインスツルメントクラスタのミックスド・クリティカルシステムのデモを

展示します。 

 eMCOS POSIX on VOSySmonitor の特長 

 マルチコアプロセッサ上で eMCOS POSIX（リアルタイム OS）と Linux（汎用 OS）の共存により高い信頼性

と機能性を実現 

 eMCOS POSIX の空き時間に汎用 OS が実行されるため、CPU 時間のフル活用が可能 

 Arm TrustZone テクノロジにより、メモリやペリフェラルなどのハードウェアリソースを確実かつ安全に分離 

 eMCOS POSIX の優先度は汎用 OS よりも高く、汎用 OS からの干渉を防止 

◇ 

VOSySmonitor は、Arm Cortex®-A シリーズに搭載されているセキュリティ技術「Arm TrustZone」を利用して、Arm
マルチコアプラットフォームをハードウェアレベルで分離するシステムパーティショナーです。セーフティクリテ

ィカルなリアルタイム OS と複数の汎用 OS を、マルチコアプラットフォーム上で統合したヘテロジニアス環境を構

築する機能を提供します。VOSySmonitor は、実際の路上を走行する自動車において機能安全規格 ISO 26262 ASIL D
（自動車向け）の認証を取得できるよう設計・開発されています。高い信頼性を持つセーフティクリティカルなア

プリケーションを実行させる保護された Secure World と、Automotive Grade Linux、Android などリッチな OS ディス

トリビューションを動作させる Normal World の 2 つの領域にシステムを分離でき、従来の商用 Type 1 ハイパーバイ

ザソリューションと比較して高いレベルのセキュリティ、信頼性、およびパフォーマンスを実現する、ミックスド・

クリティカルシステムを可能にします。 

eMCOS POSIX は、POSIX 1003.13 PSE 53 に準拠し、マルチプロセス／マルチスレッド、ローダブルプロセス、

共有ライブラリを完全サポートした、本格的な POSIX 仕様準拠リアルタイム OS です。Linux のソフトウェア資産

の活用が容易で、自動運転システム用オープンソースソフトウェア（OSS）「Autoware」の動作実績があります。

すべての各コアにマイクロカーネルが配置される「分散型マイクロカーネルアーキテクチャ」により、ヘテロジニ

アスなハードウェア構成をサポートするスケーラビリティを実現します。また eMCOS POSIX のベースとなる

eMCOS は、独自のスケジューリングアルゴリズム「セミプライオリティベーススケジューリング」（特許第 5734941
号 、5945617 号取得）を持っており、リアルタイム性を保証しながら、CPU のスループットを最大限に引き出す

ことができます。優先度が高いスレッドをコア数分抽出し、指定された各コアを占有して実行するスケジューリン

グにより、リアルタイム性を保証します。ハードリアルタイム性を必要とする処理には、動作コアを固定する機能

もサポートしています。 

eMCOS POSIX は、機能安全規格 ISO 26262（自動車）が定めた開発プロセスに準拠して開発されており、最高の安

全度水準（ASIL D）のプロダクト認証の取得を計画しています。また、イーソルのリアルタイム OS 製品の開発プロ

セスは、医療機器向け安全規格 IEC 62304 に準拠していることが認証されています。 

◇ 

イーソル株式会社 常務取締役 上山 伸幸 のコメント 

「仮想化技術で優れた専門知識を持つ Virtual Open Systems 社と、セキュアなアプリケーションとノンセキュアなア

プリケーションの安全な分離と混在を可能にするソリューションの提供に向けて、協力できたことを光栄に思いま

す。すべての各コアにマイクロカーネルが配置される eMCOS POSIX の分散型マイクロカーネルアーキテクチャは、

コア数やハードウェア構成を問わず、eMCOS POSIX一つですべてのコアを制御します。イーソルは eMCOS POSIX on 
VOSySmonitor の提供により、ミックスド・クリティカルシステムにおいて、Arm TrustZone 搭載の Arm マルチコア

プラットフォームの性能を最大限に引き出し、安全なシステムセパレーションの実現に貢献します。」 

 



  
 

   
 

 
Virtual Open Systems SAS President Daniel Raho のコメント 

「リアルタイム OS のトップレベルの技術と知見を持つイーソルの eMCOS POSIX が、VOSySmonitor に対応したこ

とを歓迎します。eMCOS POSIX と VOSySmonitor の組み合わせにより、優れたリアルタイム性および高いスループ

ットを確保し、汎用 OS と共有された CPU 時間のフル活用を実現できます。また VOSySmonitor に搭載された Arm 
TrustZone により、強力にハードウェアリソースを分離し、安全が求められるセーフティクリティカルなアプリケー

ションの適切かつ確実な実行が可能になります。」 

 補足資料 

イーソル株式会社について 

イーソルは、革新的なコンピュータテクノロジーで豊かな IoT 社会を創造する、1975 年創業の、組込み・IoT 分野の

リーディングカンパニーです。リアルタイム OS 技術を核とするソフトウェアプラットフォーム製品とプロフェッシ

ョナルサービスは、厳しい品質基準が求められる車載システムを筆頭に、FA、人工衛星、デジタル家電を含むあら

ゆる分野で、世界中で採用されています。最先端の自社製品の研究・開発や、主要メーカーや大学機関との共同研

究に加え、AUTOSAR、マルチ・メニーコア技術の標準化活動を積極的に進めています。 

 

Virtual Open Systems SAS について 

Virtual Open Systems は、自動車、コネクテッドカー、IoT エッジデバイスなどの組込み機器で、複雑なミックスド・

クリティカルシステムの実現を可能にする、オープンな仮想化ソリューションとカスタマサービスを提供するハイ

テクノロジ ソフトウェアカンパニーです。コロンビア大学と共同で Arm コアに KVM（Kernel-based Virtual Machine）
を移植した最初の企業で、オープンソースの仮想化環境におけるまったく新しい道を切り開いています。また、自

動車用電子部品における仮想化を促進する、Automotive Grade Linux Virtualization Expert Group (EG-Virt)を設立し、リ

ードしています。Virtual Open Systems は、主力製品の VOSySmonitor を中心に、自動車、産業、IoT、エネルギー、

ドローンなど、様々なバーティカル市場セグメントにおいて、仮想化テクノロジを必要とするミックスド・クリテ

ィカルシステムを実現します。Virtual Open Systems は、Arm®および Intel®プロセッサ用の高性能なユーザ空間仮想

スイッチである VOSySwitch、および再構成が可能なハードウェアアクセラレータ用の仮想化テクノロジである

vFPGAmanager を提供する NFV（Network Functions Virtualization）およびネットワーク仮想化分野で活躍しています。 

Virtual Open Systems SAS ウェブサイト：http://www.virtualopensystems.com 
 

* イーソルおよびイーソル株式会社は、イーソル株式会社の日本における登録商標です。また eSOL は、イーソル株式会社の日本および米国における登

録商標です。 

* eMCOS®およびエムコス®は、日本および米国におけるイーソル株式会社の登録商標です。 

* その他、記載された社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 
■ 本リリースに関するお問い合わせ先 

  

イーソル株式会社 エンベデッドプロダクツ事業部 マーケティング室 

Tel : 03-5302-1360 / Fax : 03-5302-1361 
e-mail : media@esol.co.jp 

URL : https://www.esol.co.jp/ 
 

 
 

Virtual Open Systems SAS 

e-mail : contact@virtualopensystems.com 
URL : http://www.virtualopensystems.com/ 
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